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設
備
や
、
料
理
教
室
も
開
催
で

き
る
調
理
室
を
設
置
す
る
な
ど

食
育
を
推
進
す
る
。

問
　
以
前
の
答
弁
で
、
有
事
の

際
に
は
防
災
用
の
炊
き
出
し
が

で
き
る
と
聞
い
た
が
、
具
体
的

な
備
蓄
数
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
備
蓄
し
て
い

る
非
常
食
は
６
千
食
程
で
あ

る
。
炊
き
出
し
を
行
え
る
装
備

も
備
え
て
お
り
、
炊
き
出
し
と

備
蓄
を
合
わ
せ
て
、
有
事
に
は

対
応
で
き
る
準
備
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
事
業
者
と
災
害
協

定
な
ど
を
結
ぶ
予
定
が
あ
り
、

そ
の
中
で
し
っ
か
り
と
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

街
路
樹
の
管
理

問
　
旧
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
南
側
に
あ

る
、
幹
道
38
号
須
賀
久
領
平
塚

中
学
校
線
の
街
路
樹
伐
採
計
画

の
見
直
し
計
画
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
樹
木
の
配
置
は
交

差
点
か
ら
の
視
距
確
保
な
ど
の

安
全
性
や
、
可
能
な
限
り
樹
木

を
残
す
た
め
の
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
イ
チ
ョ
ウ
の
総
数
は
65

本
を
16
本
減
ら
し
、
49
本
に
す

る
。
そ
の
う
ち
22
本
を
保
全

し
、
27
本
を
新
た
に
植
え
る
修

正
計
画
と
な
っ
た
。

問
　
土
地
開
発
に
伴
う
道
路
協

議
で
、
街
路
樹
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
基
準
は
あ
る
の
か
。

土
木
部
長
　
こ
れ
ま
で
は
、
開

発
事
業
者
が
各
課
に
協
議
を
す

る
中
で
判
断
を
し
て
き
た
。

問
　
景
観
計
画
や
そ
の
地
域
に

適
し
た
植
栽
を
管
理
す
る
こ
と

で
、
健
全
な
街
路
樹
を
育
み
、

ま
ち
の
表
情
を
整
え
る
ア
イ
テ

ム
に
な
る
。
地
域
ご
と
に
ふ
さ

わ
し
い
街
路
樹
が
あ
る
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
仮
に

街
路
樹
を
大
規
模
に
更
新
し
て

い
く
場
合
に
は
、
地
域
と
の
意

見
交
換
や
景
観
の
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
警
察
な
ど
の
関
係

機
関
や
庁
内
関
係
各
課
と
協
議

を
行
い
、
樹
種
や
間
隔
な
ど
を

決
め
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

問
　
県
内
で
は
街
路
樹
の
管
理

計
画
や
更
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
を
策
定
し
て
い
る
市
も
あ

る
。
本
市
で
も
策
定
す
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
他
市
の
先
進
事
例

な
ど
も
参
考
に
、
内
容
も
含
め

て
現
在
検
討
し
て
お
り
、
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

個
人
情
報
を
含
む
文
書

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

で
配
布
さ
れ
る
資
料
に
は
個
人

情
報
を
含
む
も
の
も
あ
る
。
任

期
終
了
後
、
手
元
に
残
っ
た
資

料
な
ど
の
廃
棄
に
つ
い
て
、
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
関
し
て
は
、
細
心
の
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
り
、
改
め

て
庁
内
関
係
各
課
を
通
じ
て
、

所
管
す
る
団
体
に
対
し
適
正
な

取
り
扱
い
に
努
め
る
よ
う
周
知

を
依
頼
し
、
個
人
情
報
に
関
す

る
意
識
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

問
　
兵
庫
県
明
石
市
で
は
第
２

子
以
降
の
保
育
料
を
無
償
化
す

る
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
注
力

し
、
10
年
連
続
で
人
口
が
増
加

し
、
出
生
率
も
上
昇
し
た
。
本

市
で
も
第
２
子
以
降
の
保
育
料

を
無
償
化
で
き
な
い
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
本
市
の

基
準
は
国
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。
国
の
制
度
を
超
え
る
補
助

に
つ
い
て
は
国
や
他
市
の
動
向

を
注
視
し
、
検
討
し
て
い
く
。

問
　
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無

償
化
の
予
算
額
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
約
１
億

２
千
万
円
の
増
額
に
な
る
。

問
　
ど
ん
な
支
援
が
あ
れ
ば
子

ど
も
を
望
む
か
の
調
査
で
、
教

育
費
や
保
育
料
の
補
助
が
上
位

を
占
め
て
い
る
。
も
う
一
人
子

ど
も
が
欲
し
い
家
族
へ
、
第
２

子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
は
効

果
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
大
変
大
き
な
効
果
が
あ

る
と
思
う
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
子

育
て
支
援
が
あ
り
、
優
先
順
位

を
付
け
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
本
市
の
保
育
料
は
、
第
１

子
が
通
所
し
て
い
る
場
合
に
第

２
子
は
半
額
、
第
３
子
は
無
償

だ
が
第
１
子
が
就
学
す
る
と
第

２
子
は
全
額
負
担
、
第
３
子
は

半
額
と
な
る
。
第
１
子
の
年
齢

制
限
を
撤
廃
で
き
な
い
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
国
の
支

援
策
や
本
市
の
財
政
状
況
な
ど

も
総
合
的
に
踏
ま
え
な
が
ら
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
。

保
育
短
時
間
認
定
の
就 

労
時
間
の
下
限
引
下
げ

問
　
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

が
就
労
の
場
合
、
保
育
短
時
間

利
用
が
可
能
と
な
る
就
労
時
間

の
下
限
は
月
60
時
間
以
上
と
設

定
し
て
い
る
。
就
労
時
間
の
下

中
学
校
完
全
給
食
実
施

問
　
中
学
校
給
食
費
の
公
会
計

化
に
あ
た
り
、
先
に
導
入
し
た

小
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
の

成
果
と
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
学
校
給
食
費
の
徴
収
管

理
に
お
け
る
教
職
員
の
業
務
負

担
が
軽
減
さ
れ
、
教
職
員
が
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
確
保

で
き
た
。
ま
た
、
公
会
計
化
前

は
、
口
座
引
き
落
と
し
は
学
校

指
定
の
金
融
機
関
の
み
だ
っ
た

が
、
公
会
計
化
後
は
市
税
同
様

多
く
の
金
融
機
関
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
利
便
性
が
大

き
く
向
上
し
た
。
一
方
で
、
収

納
率
の
低
下
が
課
題
で
あ
る
。

問
　
昼
食
を
食
べ
る
生
徒
の
満

足
度
を
上
げ
る
た
め
に
、
留
意

し
た
こ
と
は
何
か
伺
う
。

市
長
　
児
童
生
徒
の
心
身
の
健

全
な
発
達
の
た
め
、
小
学
校
か

ら
中
学
校
ま
で
一
貫
し
て
、
成

長
に
合
わ
せ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
、
安
心
・
安
全
で
お

い
し
い
、
適
温
給
食
の
提
供
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
給
食
に
つ
い
て
、
食
育
の

観
点
で
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
季
節
の
食
材
や
地
場
産

物
の
活
用
、
伝
統
的
な
和
食
な

ど
も
取
り
入
れ
る
。
ま
た
、
食

事
マ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
配
膳
や

片
付
け
の
方
法
な
ど
給
食
時
間

で
の
指
導
も
学
校
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
は
、
２
階
か
ら
調

理
場
内
が
見
学
で
き
る
よ
う

「
見
学
窓
」
を
設
け
て
お
り
、

展
示
ホ
ー
ル
に
は
、
実
際
に
調

理
や
衛
生
管
理
を
体
感
で
き
る

問
　
保
険
料
と
障
害
給
付
額
な

ど
の
算
出
ミ
ス
が
連
続
し
て
起

き
て
い
る
。
早
急
に
再
発
防
止

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
今
回
の

過
誤
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
な
ど
の
算
定
の
基
と
な
る

所
得
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
際
の
不
具
合
が
原
因
で
あ

る
。
今
後
、
検
査
や
検
収
体
制

の
強
化
に
努
め
、
作
業
漏
れ
な

ど
の
防
止
を
徹
底
す
る
。

公
園
に
「
道
路
」
整
備 

法
律
違
反
で
は
な
い
か

問
　
国
道
１
３
４
号
か
ら
公
園

駐
車
場
に
向
か
う
出
入
口
通
路

部
分
を
市
道
と
し
て
整
備
す
る

が
、
公
園
の
中
に
市
道
を
通
す

た
め
に
は
、
都
市
計
画
の
変
更

を
し
な
け
れ
ば
、
都
市
公
園
法

上
違
法
に
な
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
道
路
法
及
び

都
市
公
園
法
で
は
、
相
互
に
効

用
を
兼
ね
る
場
合
は
兼
用
工
作

物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
項

が
あ
り
、
規
定
に
則
っ
て
道
路

管
理
者
と
協
議
し
、
兼
用
工
作

物
と
し
て
い
る
た
め
、
都
市
公

園
法
上
適
法
と
考
え
て
い
る
。

問
　
都
市
公
園
法
の
兼
用
工
作

物
の
規
定
は
管
理
規
定
で
あ

る
。
国
土
交
通
省
な
ど
に
も
法

的
に
相
談
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
各
法
令
に
基

づ
い
て
、
市
が
適
正
に
判
断
し

て
い
る
も
の
な
の
で
、
こ
の
ま

ま
進
め
て
い
き
た
い
。

満
足
度
Ｎ
ｏ
１
．の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

臼
井
　
照
人 

議
員

子
育
て
環
境
の
充
実

第
２
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償
化

渡
部
　
　
亮 

議
員

障
害
年
金
返
還
を
求
め
る
事
態
に

具
体
的
な
再
発
防
止
策
を

江
口
　
友
子 

議
員

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

所 属 議 員しらさぎ・無所属クラブ

限
を
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
の
か

伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
就
労
時

間
の
下
限
を
引
き
下
げ
た
場

合
、
よ
り
多
く
の
人
が
保
育
所

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

が
、
保
育
を
必
要
と
す
る
世
帯

の
入
所
が
困
難
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
優
先
度
が
高
い
世
帯

が
入
所
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

月
60
時
間
と
す
る
。

問
　
保
育
需
要
が
減
っ
て
き
た

際
に
は
就
労
時
間
の
下
限
引
き

下
げ
を
検
討
で
き
な
い
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
国
の

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

も
注
視
し
、
本
市
の
待
機
児
童

や
出
生
数
の
状
況
を
み
な
が
ら

将
来
的
に
検
討
す
べ
き
課
題
と

考
え
て
い
る
。

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用 

支
援
や
休
日
保
育
拡
充

問
　
保
護
者
が
休
日
に
病
気
で

子
ど
も
の
面
倒
が
見
ら
れ
な
い

場
合
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用

支
援
や
休
日
保
育
所
な
ど
を
利

用
し
や
す
く
で
き
な
い
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
既
存
の

施
設
で
利
用
し
や
す
い
環
境
の

整
備
を
検
討
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
市
役
所

を
一
時
滞
在
施
設
と
し
て
活 

用　

香
害
対
策

元島 新 議員 端 文昭 議員

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、市政に反
映させる方法として請願と陳情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出後は所管
の常任委員会などへ付託して審査します。その
後、委員会審査の結果を本会議へ報告し、議会
としての採択、不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じ
ような性格のものです
が、紹介議員を必要と
せず、提出後は議会運
営委員会でその取り扱 
いについて協議します。

請願・陳情を市議会へ

市議会のホームページでは、
会議日程、本会議の生中継と
録画中継、議会だよりのバッ
クナンバーなどを掲載してい
ます。

市議会ホームページ

海岸線に沿って伸びる海岸樹林帯� �
津波などを減災する効果がある

写真奥に見える樹林帯辺りが出入り口
通路（市道）になる


